
ı学会・研究会・講演会
などのお知らせ

ウェルビー主催セミナー
2015年介護報酬改定から
地域包括ケアの未来を探る

日程：2月15日(日)

会場：フォーラムエイト(東京都渋

谷区)

講師：鈴木邦彦(医療法人博仁会)，

青木正人(ウェルビー)

定員：38名(定員になり次第締切)

対象：介護事業経営者，幹部，管理

者，およびそれらに準ずる方

参加費：一般9720円(その他，会員

区分等により違いあり)

申し込み方法：FAX，またはホーム

ページより専用申込書を送付

問い合わせ・申し込み先：ウェルビ

ー

☎03-5428-5785

FAX03-5428-5786

info＠well-be.net

URLhttp://www.well-be.net

神戸市看護大学
第16回国際フォーラム

日程：2月21日(土)

会場：大学利用施設UNITY(ユニテ

ィ)セミナー室⑷(兵庫県神戸市)

講演：「認知症をもつ在宅高齢者と

家族への支援のための協働―イギリ

スにおけるエビデンス」クレア・グ

ッドマン(ハートフォードシャー大

学ヘルス・ケア・リサーチ)

参加費(当日)：一般2000円，学生

1000円

申し込み方法：往復ハガキ，または

Eメールに「第16回国際フォーラ

ム」と明記のうえ，①住所，②氏名

(ふりがな)，③電話番号，④職種・

学生の別を事務局へ送付(複数申し

込みの場合は全員の氏名と職種・学

生の別を明記)

申込締切：1月30日(金)

問い合わせ・申し込み先：神戸市看

護大学「第16回国際フォーラム」

事務局

〒651-2103 兵庫県神戸市西区学園

西町3-4

☎078-794-8080(代)

FAX078-794-8086(代)

office＠tr.kobe-ccn.ac.jp

URLhttp://www.kobe-ccn.ac.jp

第29回
日本がん看護学会学術集会

日程：2月28日(土)，3月1日(日)

会場：パシフィコ横浜(神奈川県横

浜市)

テーマ：先人に学び がん看護の先

を読む

プログラム

［2月28日］

会長講演「先人に学び がん看護の

先を読む」渡邉眞理(神奈川県立が

んセンター)／特別講演1「日本人

の生と死のかたち―過去から未来

へ」波平恵美子(お茶の水女子大

学)，2「日本がん看護学会創立30

周年に向けて“がん看護の力：

PowerofNursing”を考える」小松

浩子(日本がん看護学会，慶應義塾

大学看護医療学部)／「がん体験者の

“生きる”を支える看護」高橋都(国

立がん研究センターがん対策情報セ

ンターがんサバイバーシップ支援研

究部)，竹之内直子(神奈川県立こど

も医療センター)，品田雄市(東京医

科大学病院)，近藤まゆみ(北里大学

病院)／教育講演1「がん医療にお

ける意思決定―サイコオンコロジー

の立場から」小川朝生(国立がん研

究センター東病院精神腫瘍科)，

2「“ITを活かしたこれからの支援”

―厳しい現場でも学術研究を可能に

するICTパワー」杉浦伸一(名古屋

大学大学院医学系研究科特任研究部

門医療行政学)／懇親会

［3月1日］

特別講演3「看護のアートに生きる

日本文化」川嶋みどり(健和会臨床

看護学研究所，日本赤十字看護大

学)／パネルディスカッション「進

行がん患者が“その人らしく生き抜

く”を支える―地域で支える仕組み

とスキル」若尾文彦(国立がん研究

センターがん対策情報センター)，

横川史穂子(長野市民病院)，栗原美

穂子(鶴見区医師会在宅部門)，緒方

真子(神奈川県立がんセンター患者

会「コスモス」)／教育講演3「今だ

からこそ“ケアリング れるがん看

護”―ニューマン理論に基づくケア

リング・パートナーシップの実践」

遠藤恵美子(武蔵野大学看護学部)，

4「がん登録から視るこれからのが

ん医療」岡本直幸(元神奈川県立が

んセンター臨床研究所がん予防・情

報学部，地域がん登録全国協議会)，

5「放射線治療と看護の専門性」中

山優子(神奈川県立がんセンター放

射線腫瘍科)，北田陽子(群馬大学医

学部附属病院重粒子線医学センタ

ー)／懇親会

＊インターコンチネンタルホテル3

階パシフィック，会費6000円

事務局：神奈川県立がんセンター

〒241-8515 神奈川県横浜市旭区中

尾2-3-2

問い合わせ先：第29回日本がん看

護学会学術集会運営事務局

〒550-0001 大阪府大阪市西区土佐

堀1-4-8 日栄ビル703A あゆみ

コーポレーション内

☎06-6441-5260

FAX06-6441-2055

jscn29＠a-youme.jp

URLhttp://jscn29.umin.jp/

第41回
日本保健医療社会学会大会

日程：5月16日(土)，17日(日)

会場：首都大学東京荒川キャンパス

(東京都荒川区)

テーマ：生活モデルへの転換

プログラム：シンポジウム「この

20年で医療はどう変化したか？―

生活モデル・セルフケア・自己決
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定」：猪飼周平(一橋大学)「病院の

世紀から地域包括ケアの時代へ」，

松繁卓哉(国立保健医療科学院)「患

者中心・セルフケアとは何だったの

か」，田代志門(昭和大学)「死にゆ

く人々へのケアはどう変化したか」，

コメンテーター：美馬達哉(京都大

学)，戸ケ里泰典(放送大学)，司

会：吉田澄恵(東京女子医科大学)／

教育講演「人工呼吸器からみえる医

療・家庭・社会」大森健(IMI首都

圏ブロック)，司会：鷹田佳典(早稲

田大学)／ラウンドテーブルディス

カッション／一般演題発表

参加費(当日)：一般会員6000円，

非会員7000円，学生会員4000円，

非会員5000円

(事前申し込みの場合1000円割引)

問い合わせ先：第41回日本保健医

療社会学会大会事務局

〒116-8551 東京都荒川区東尾久

7-2-10 首都大学東京健康福祉学部

看護学科 清水研究室

jshms41＠ml.hosei.ac.jp

FAX03-3819-7267

URLhttp://square.umin.ac.jp/med

socio/conf2015/

第16回
日本赤十字看護学会
学術集会

日程：6月27日(土)，28日(日)

会場：日本赤十字看護大学(東京都

渋谷区)

テーマ：赤十字の「しなやかな強

さ」―1人ひとりを大切にする生活

ケアのデザイン

プログラム：会長講演「看護実践批

評の試み―しなやかな強さの探求に

向けて」高田早苗(日本赤十字看護

大学)／教育講演「当事者とともに

歩む，これからの専門家ケアのかた

ち」猪飼周平(一橋大学)／特別講演

兼市民講座「明けない夜はない―住

民の生活再建を願って」馬場有(福

島県浪江町)／シンポジウム「ケア

共同体を生み出す，運動体としての

赤十字」惣万佳代子(NPO法人「こ

のゆびとーまれ」)，村松静子(在宅

看護研究センターLLP)，浦田喜久

子(日本赤十字九州国際看護大学)

問い合わせ先：第16回日本赤十字

看護学会学術集会事務局

〒150-0012 東京都渋谷区広尾4-

1-3 日本赤十字看護大学内

FAX03-3409-0589

jrcsn＠redcross.ac.jp

URLhttp://www.jrcsn16.jp/

第20回
日本在宅ケア学会学術集会

日程：7月18日(土)，19日(日)

会場：一橋大学一橋講堂(東京都千

代田区)

テーマ：学会設立20年「在宅ケア

学」の確立をめざして

プログラム

［7月18日］

学術集会長講演「『在宅ケア学』の

確立をめざして―教育，研究，実践

の循環」亀井智子(聖路加国際大学

看護学部)／教育講演1「在宅ケア

の実践，教育，研究から政策へ」内

田恵美子(日本在宅ケア教育研究

所)／シンポジウム 「在宅ケア学

の現在，過去，未来」島内節(広島

文化学園大学看護学部)，白澤政和

(桜美林大学大学院老年学研究科)，

長江弘子(千葉大学大学院看護学研

究科)，黒田研二(関西大学人間健康

学部)，亀井智子／市民公開講座

「地域包括ケアの使い方，活かし方

―大田区見守りネットワークを例

に」澤登久雄(入新井地域包括支援

センター)／指定交流会1「地域の

子どもと高齢者のつながりをつくる

『世代間交流看護支援』の創出」糸

井和佳(帝京科学大学医療科学部看

護学科)，2「訪問看護師の教育と在

宅ケア」山田雅子(聖路加国際大学

看護学部)／ランチョンセミナー

1「在宅ケアとストマ管理(仮)」講

師未定，2「在宅ケアと心不全管理

(仮)」西畑庸介(聖路加国際病院心

血管センター循環器内科)

［7月19日］

教育講演2「在宅ケアと研究法―混

合研究法への招待」マイケル・フェ

ターズ(ミシガン大学家庭医プログ

ラム)／シンポジウムⅡ「地域包括

ケア時代の多職種連携」上加世田豊

美(千葉県こども病院)，川越正平

(あおぞら診療所)，吉田千晴(中央

区京橋おとしより相談センター)，

江頭文江(地域栄養ケアPEACH厚

木)，谷口由紀子(きりん会若葉訪問

看護ステーション)／指定交流集会

3「在宅ケアとエンド・オヴ・ライ

フ」長江弘子(千葉大学大学院看護

学研究科)／ランチョンセミナー

「在宅ケアと認知症ケア(仮)」遠藤

英俊(国立長寿医療研究センター)

参加費

(～5／29)会員9000円，非会員1万

1000円

(5／30～)会員1万円，非会員1万

2000円

学生4000円，懇親会費6000円

問い合わせ先

［大学事務局］

〒104-0044 東京都中央区明石町

10-1 聖路加国際大学看護学部老年

看護学

jahc20＠slcn.ac.jp

［運営事務局］

東京プランニングセンター(西垣外，

田中，赤井)

☎03-3815-2345

FAX03-3815-7716

2015zcare＠tpl.jp

URLhttp://www.jahhc.com

本欄へ掲載を希望する学会・研究

会・講習会などのお知らせがあり

ましたら，本誌編集室までお送り

ください。

〒113-8719

東京都文京区本郷1-28-23

FAX03-5804-0485

hokenshi＠igaku-shoin.co.jp
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